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沿革と組織の概要 

人体病理学・病理診断学分野は、東大医学部附

属病院・病院病理部と一体となって病理診断、教

育、研究にあたっている。幅広い病理学のフィー

ルドをカバーするとともに、「臨床医学としての病

理学」、「最先端科学との融合による次世代病理学」

の構築を目指している。 

柴原准教授が杏林大学医学部病理学講座教授

に栄転した。森川講師（病理部）が准教授に、牛

久綾病院講師が講師（病理部）に昇任した。病理

部助教として 4 月より田中淳博士が、また 9 月

から教室助教に種井善一博士（医科学研究所研究

員）が加わった。 

大学院博士課程では、今年度 3名（西東、日向、

峰）が学位を取得した。新年度に 6名の新入生を迎

える予定で、平成 29年度には 21名が在籍する予定

である。 

人体病理学・病理診断学分野は、東大医学部附

属病院の病理診断、剖検診断業務を支える一方、

ヒトの病気を対象に形態学を基盤にした研究を

行っている。教育に関しては、M1の病理学総論

を皮切りに、M2系統病理学、M3エレクティヴ・

クリニカル・クラークシップ、M4のクリニカル

クラークシップに及ぶ医学部病理学教育、さらに

大学院教育、臨床研修医教育を担当している。 

ゲノム医学の進歩を臨床の場に積極的に応用

することを目的に、バイオバンク・ジャパンの一

環として東大病理部に「ゲノム病理標準化センタ

ー」を設置し、病理組織検体バンキングのための

基礎研究を行うとともに、医師、技師を対象に、

「病理組織検体取扱講習会―ゲノム医療実現のた

めの病理標準化センター講習会」を開催している
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（病理部の項、参照）。平成 28年度末からゲノム

医療研究プロジェクトとして、がんのクリニカル

シーケンシングの実装に向け「臨床ゲノムカンフ

ァランス」がスタートした（研究代表間野博行教

授）。 

また、日本病理学会による「AI等の利活用を見

据えた病理組織デジタル画像（P-WSI）の収集基

盤整備と病理支援システム開発」に協力し、人工

知能による病理診断補助システムの開発に取り組

む予定である。 

 

診療（病理診断・剖検） 

病院病理部とともに、東大医学部附属病院の病

理診断、剖検診断業務を支えている。「遠隔病理

診断・地域連携推進センター」を立ち上げるとと

もに、病理診断科を開設し，乳がん患者を対象に

病理外来を行っている（佐々木センター長、病院

病理部の項参照）。 

生検・手術を扱う、いわゆる病理診断（外科病

理）業務に関しては、胸部、肝臓・胆膵、泌尿器、

婦人科、乳腺、整形外科の手術症例、ならびに腎

臓、皮膚生検について、臨床各科と定期的にカン

ファランスを行っている。 

病理解剖症例については毎月 1 回 2 例を取り

上げ、病院 CPCを継続的に行っている。毎週月

曜日に開催している剖検症例カンファランスと

ともに臨床研修医教育の場となっている。平成

22 年度から CPC ダイジェストを院内に公開し

（新谷、林助教）、平成 25 年度からは臨床研修

医が自ら問題を解決して、CPC の内容を理解で

きるよう、CPC e-learningコースを設け（池村

講師）、年 1回、全員必修 e-learning として実施

している。 

 

教 育 

M1に対する病理総論では、病理形態学的な部

分について講義、実習の一部を担っている。 

系統病理学講義、ならびに実習は、系統講義の

進行にあわせ、一週間に各 1 回、それぞれ計 19

回行っている。実習での理解を促進するため、前

半、後半に分けてハンドアウトを配布するととも

に、実習に使用する病理組織標本は、すべてバー

チャルスライドとしてホームページ上に掲載し、

閲覧できるようにしている。 

M4のクリニカルクラークシップでは、学生 2

名単位で 1 例の剖検症例をまとめる剖検病理演

習、種々の腫瘍切除例を用いた外科病理演習、な

らびに病院病理部見学を行っている。 

エレクティブ・クリニカルクラークシップでは

4名の学生が病理部を選択した。なお、フリーク

ォーターでは病理部も含め、M0 の学生 2 名、

M1の学生を 5名、計 7名を受け入れた。 

博士課程教育では、医学共通科目「感染・免疫・

腫瘍学Ⅱ」、「腫瘍病理学概論」の講義を行ってい

る。また、医学集中実習として「神経病理・画像・

臨床連関」、「組織化学・免疫組織化学・臨床電子

顕微鏡学」を設けており、好評である。 

 

研 究 

研究の第一の柱は、「慢性炎症と腫瘍」の病態

解明であり、Epstein-Barr（EB）ウイルス関連

腫瘍（胃癌）を対象に研究を展開している（国田、

牛久綾、阿部助教）。本年度は EB ウイルス関連

胃癌に対する免疫回避機構の研究に取り組み（文

献 1, 7）、とくに EBウイルス関連胃癌の癌細胞

に PD-L1 の発現が高頻度に見られ、部分的に遺

伝子増幅が引き起こされていることを見出した

（文献 30）。さらに H.pylori 感染との関連（文

献 31）、エピジェネティック異常の分子機構（文

献 24）について解明を進めた。 

研究の第二の柱は、トランスレーショナル・リ

サーチ病理学である。これまでも東京大学先端科

学技術研究所と共同で、癌の網羅的ゲノム、エピ

ゲノム、トランスクリプトーム解析に基づき、モ
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ノクローナル抗体、組織マイクロアレイを用いた

発現解析を行ってきた（牛久准教授、森川准教授）

（文献 20, 22）。分子標的治療を進める上での診

断技術開発、治療評価についても研究を行ってい

る（文献 21, 42）。 

研究の第三の柱は、従来の組織病理学的立場か

らの疾患概念、腫瘍概念の再検討である。柴原准

教授は肝内胆管癌について Type1、2 の二分類を

提唱する（文献 4-6）とともに、肝細胞癌におけ

る亜型の再評価を行った（文献 33）。この他、胃

癌（文献 29, 43）、脳腫瘍（文献 10）、白血病（文

献 45）などの研究を進めている。 
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